
は
そ
の
結
果
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
地
場

産
品
を
活
か
し
た
地
域
経
済
効
果
の
向

上
策
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
。

観
光
客
割
合
は
平
均
57
％

近
隣
居
住
者
利
用
が
多
い
施
設
も

は
じ
め
に
、道
の
駅
が
ど
の
よ
う
な
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。そ
も
そ
も
、道
の
駅
と
は
道
路
利

用
者
の
た
め
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備

さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る

と
、
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
客
層
と
し
て
は

「
自
家
用
車
を
利
用
す
る
観
光
客
」や「
貸

し
切
り
バ
ス
で
立
ち
寄
る
観
光
客
」「
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
」な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、

実
際
に
は
「
近
隣
居
住
者
」
の
利
用
も
意

外
に
多
い
の
が
道
の
駅
の
特
徴
で
あ
る
。

観
光
客（
注
１
）の
割
合
は
、ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
施
設
の
平
均
で
57
％
で
あ
る
。
各
道

の
駅
の
観
光
客
割
合
の
分
布
（
図
１
）
を

見
る
と
、
観
光
客
が
７
割
以
上
を
占
め
る

道
の
駅
が
回
答
施
設
の
５
割
弱
を
占
め
る

一
方
で
、
近
隣
居
住
者
の
利
用
の
ほ
う
が

多
い
道
の
駅
も
３
割
強
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
分
か
る（
注
２
）。

飲
食
業
、小
売
業
、農
産
物
直
売
所
が

道
の
駅
の
三
大
定
番
事
業

な
ぜ
、
近
隣
居
住
者
が
道
の
駅
を
利
用

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
多

く
の
道
の
駅
に
「
農
産
物
直
売
所
」
が
設

置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
る
。
道

の
駅
に
は
駐
車
場
や
ト
イ
レ
と
い
っ
た
休

憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
必
須
機
能
に
加
え
、

地
域
振
興
に
資
す
る
飲
食
・
物
販
施
設
が

併
設
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
大
半
な
の
だ
。

そ
の
代
表
例
が
、
地
元
の
農
産
物
を
販
売

す
る
「
農
産
物
直
売
所
」
な
の
で
あ
る
。

各
道
の
駅
で
運
営
さ
れ
て
い
る
事
業
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
飲
食
業
」

「
小
売
業
」「
農
産
物
直
売
所
」
を
挙
げ
る

回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
８
割
以
上
と
高
い
割
合

を
占
め
た（
図
２
）。
こ
れ
ら
三
つ
の
事
業

が
道
の
駅
の
定
番
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
道
の
駅

に
飲
食
店
、
小
売
店
、
そ
し
て
農
産
物
直

売
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
道

の
駅
に
立
ち
寄
れ
ば
何
か
食
べ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
か
、「
道
の
駅
に
行
け

近
頃
、
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
進
化

す
る
「
道
の
駅
」
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
。
テ
レ
ビ
の
旅
番
組
で
も
頻
繁
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
観
光
客
に
も
「
旅
行
先
の
特

産
品
が
買
え
る
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
」
と

し
て
定
着
し
て
き
た
。
道
の
駅
を
巡
る
観

光
バ
ス
ツ
ア
ー
も
誕
生
す
る
ほ
ど
の
人
気

ぶ
り
だ
。

筆
者
は
、
観
光
の
経
済
効
果
向
上
の

観
点
か
ら
地
場
産
品
の
販
売
拠
点
と
し

て
の
「
道
の
駅
」
に
着
目
。
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
、
全
国

お
よ
そ
１
０
０
０
カ
所
あ
る
道
の
駅
の
運

営
主
体
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

（
調
査
概
要
は
21
ペ
ー
ジ
参
照
）。
本
稿
で
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3

「
道
の
駅
」に
お
け
る
地
場
産
品

活
用
の
実
態
と
付
加
価
値
向
上
策

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

川
口  

明
子

図1  各道の駅の観光客割合の分布
回答数＝385施設
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（13%）
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50～60％
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（14%）
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ば
地
元
産
の
土
産
物
や
地
元
農
産
物
の
買

い
物
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
し
て
訪

れ
る
人
々
の
多
さ
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
続
き
割
合
の
高
か
っ

た
事
業
は
「
製
造
業
」
で
あ
っ
た
。
回
答

施
設
の
２
割
強
を
占
め
る
。
道
の
駅
で
製

す
る
な
ど
、
域
外
か
ら
の
収
入
獲
得
に
つ

な
が
っ
て
い
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。

観
光
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
を
運
営
す
る

道
の
駅
も
あ
る
。
美
術
館
や
温
泉
施
設
な

ど
の
「
観
光
施
設
」
や
果
物
狩
り
な
ど
の

「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
回
答
施
設
の
２
割

弱
で
営
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
件
数
は
多

く
は
な
い
が
、「
宿
泊
業（
キ
ャ
ン
プ
含
む
）」

や
自
転
車
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
の
「
レ

ン
タ
ル
業
」、「
観
光
ガ
イ
ド
」
を
運
営
す

る
道
の
駅
も
存
在
す
る
。

観
光
客
消
費
単
価
は
１
３
０
０
円
と

近
隣
居
住
者
に
比
べ
高
い

そ
れ
で
は
、
道
の
駅
利
用
者
は
同
施
設

で
ど
の
程
度
お
金
を
使
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
観
光
客
・
近
隣
居
住
者
別
に
消

費
単
価（
１
人
１
回
当
た
り
平
均
支
出
額
）

を
見
る
と
、
観
光
客
は
回
答
施
設
平
均
で

１
３
０
０
円
で
あ
り
、
近
隣
居
住
者
の
同

９
１
０
円
に
比
べ
て
高
い
。
各
道
の
駅
の

客
層
別
に
見
る
消
費
単
価
の
分
布（
図
３
）

を
見
る
と
、
ピ
ー
ク
の
価
格
帯
は
ど
ち
ら

も
同
じ
で
あ
る
が
、
観
光
客
は
高
価
格
帯

の
分
布
が
上
方
に
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

た
だ
し
、
近
隣
居
住
者
は
観
光
客
に

比
べ
て
来
訪
の
頻
度
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
１
カ
月
間
の
１

人
当
た
り
の
支
出
額
と
い
う
指
標
で
見
た

場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
近
隣
居
住
者
の
ほ

う
が
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
念
頭
に
置
い

て
お
き
た
い
。
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造
さ
れ
た
商
品
は
、
地
場
産
品
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
施
設
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
と
し
て
付
加
価
値
を
高
め
て
販
売

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
道
の
駅
で
の
販
売

に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
の
小
売
店
に
卸
し

た
り
、
通
信
販
売
で
域
外
に
出
荷
し
た
り

図2  各道の駅で運営されている事業
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

飲食業（食堂・喫茶など）

小売業（売店・土産店など）

農産物直売所

製造業（地元産品加工など）

観光施設（美術館・温泉施設など）

体験プログラム（果物狩りなど）

宿泊業（キャンプ含む）

レンタル業（自転車・スポーツ用品など）

観光ガイド（ボランティア除く）

その他観光関連サービス業

その他

87%

85%

82%

23%

17%

16%

8%

7%

3%

7%

3%

•複数回答
•回答数＝382施設

図3  各道の駅の客層別に見る消費単価の分布
30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

消費単価

構
成
比

200円
未

満

200～
400円

未
満

400～
600円

未
満

600～
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未
満

800～1,0
00円

未
満

1,0
00～1,2

00円
未

満

1,2
00～1,4

00円
未

満

1,4
00～1,6

00円
未

満

1,6
00～1,8

00円
未

満

1,8
00～2,000円

未
満

2,000～2,200円
未

満

2,200～2,400円
未

満

2,400～2,600円
未

満

2,600～2,800円
未

満

2,800～
3,000円

未
満

3,000円
以

上

観光客
（回答数326施設）

近隣居住者
（回答数320施設）
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所
在
市
町
村
内
か
ら
の
調
達
率
は

平
均
７
割
、都
道
府
県
内
で
は
９
割
超

地
域
の
経
済
効
果
を
高
め
る
に
は
、
地

場
産
品
を
積
極
的
に
活
用
し
、域
内
調
達

率
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
道
の

駅
の
設
立
趣
旨
を
考
え
る
と
、
地
場
産
品

の
活
用
度
合
い
は
他
の
観
光
事
業
者
に
比

べ
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は

ど
の
程
度
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

販
売
商
品
や
原
材
料
な
ど
が
ど
こ
か
ら
調

達
さ
れ
て
い
る
の
か
、
施
設
の
所
在
す
る

「
市
町
村
内
」
と「
都
道
府
県
内
」の
２
つ

の
範
囲
に
つ
い
て
、
売
上
原
価
の
域
内
調

達
率
の
分
布（
図
４
）を
見
て
み
よ
う（
注
３
）。

道
の
駅
が
所
在
す
る
市
町
村
内
か
ら

の
調
達
率
は
、
回
答
施
設
平
均
で
71
％

で
あ
る
。
そ
の
分
布
を
見
る
と
、「
90
％

台
」の
回
答
が
22
％
と
最
も
多
い
も
の
の
、

「
10
％
未
満
」
の
施
設
か
ら
「
１
０
０
％
」

の
施
設
ま
で
、
道
の
駅
に
よ
っ
て
ば
ら
つ

き
が
見
ら
れ
る
。

調
達
範
囲
を
都
道
府
県
内
に
広
げ
る
と
、

そ
の
比
率
は
回
答
施
設
平
均
で
95
％
と
高

く
な
る
。
ま
た
、
回
答
施
設
の
約
９
割
は
、

売
上
原
価
の
90
％
以
上
を
所
在
都
道
府
県

内
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

各
施
設
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ

た「
市
町
村
内
調
達
率
」
を
客
層
別
に
分

析
す
る
と
、
観
光
客
の
利
用
が
中
心
（
観

光
客
割
合
７
割
以
上
）
の
道
の
駅
で
は
回

答
施
設
平
均
で
68
％
、
近
隣
居
住
者
中

心
（
観
光
客
割
合
７
割
未
満
）
の
道
の
駅

で
は
同
73
％
で
あ
り
、
観
光
客
利
用
中
心

の
施
設
の
ほ
う
が
市
町
村
内
調
達
率
が

低
い
。
そ
の
分
布
を
見
る
と
、
観
光
客
利

用
の
多
い
施
設
で
は
市
町
村
内
調
達
率
が

「
30
～
40
％
台
」
と
「
80
％
以
上
」
に
二
極

化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
図
５
）。
こ

の
う
ち
「
30
～
40
％
台
」
の
道
の
駅
の
所

在
地
を
見
る
と
、
北
東
北
な
ど
人
口
の
少

な
い
地
方
が
目
立
つ
。

道
の
駅
の
多
く
は
市
町
村
が
設
置
し

て
お
り
、
市
町
村
内
か
ら
の
調
達
に
こ
だ

わ
る
施
設
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
道

の
駅
の
市
町
村
内
調
達
率
は
、
所
在
す

る
地
域
産
業
の
生
産
力
の
大
小
や
卸
小
売

業
の
発
展
状
況
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
る
と
、
む

や
み
に
市
町
村
内
調
達
率
１
０
０
％
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
調
達
範
囲
を
都
道
府

県
内
に
広
げ
る
と
い
っ
た
柔
軟
性
が
市
町

村
の
地
域
振
興
政
策
に
は
求
め
ら
れ
よ
う
。

図4  各道の駅における売上原価の域内調達率の分布

0％ 0％20％ 20％40％ 40％60％ 60％

10％未満 10％未満

10％台 10％台

20％台 20％台

30％台 30％台

40％台 40％台

50％台 50％台

60％台 60％台

70％台 70％台

80％台 80％台

90％台 90％台

100％ 100％

0.4% 0%

2% 0%

5% 0%

8% 0%

7% 1%

6% 0%

9% 0%

10% 3%

14% 7%

22% 31%

17% 57%

【市町村内】 【都道府県内】

•回答数＝232施設
•平　均＝71%

•回答数＝232施設
•平　均＝95%

図5  各道の駅の客層別に見る売上原価の市町村内調達率の分布
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25％

20％

15％

10％
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0％

市町村内調達率

構
成
比

観光客中心
（回答数102施設）

近隣居住者中心
（回答数130施設）
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％台

40
％台
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意
外
に
多
い
？ 

施
設
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

開
発
・
販
売

こ
こ
か
ら
は
、
各
道
の
駅
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
策

を
紹
介
し
た
い
。
複
数
回
答
の
選
択
肢
方

式
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
施
設
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売
」
の
選

択
率
が
回
答
施
設
の
７
割
と
最
も
多
い
結

果
と
な
っ
た（
図
６
）。
単
な
る
小
売
業
で

は
な
く
、
商
品
開
発
に
も
力
を
注
い
で
い

る
と
こ
ろ
が
意
外
に
多
い
よ
う
だ
。
敷
地

内
に
工
場
を
整
備
し
て
製
造
し
て
い
る
事

例
も
あ
れ
ば
、
域
内
の
製
造
業
者
に
委
託

す
る
事
例
、
同
一
県
内
の
道
の
駅
で
連
携

し
て
商
品
開
発
を
行
う
事
例
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
。

次
に
多
か
っ
た
付
加
価
値
向
上
策
は

「
旬
の
地
元
食
材
の
活
用
」（
60
％
）、
そ
し

て
「
季
節
限
定
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
」

（
45
％
）で
あ
る
。地
域
限
定
に
と
ど
ま
ら

ず
、
季
節
を
限
定
し
た
取
り
組
み
が
重

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的

に
は
、
地
元
で
採
れ
た
旬
の
農
産
物
や
魚

介
類
の
販
売
、
旬
の
果
物
を
活
用
し
た
ス

イ
ー
ツ
の
開
発
・
販
売
、
飲
食
店
で
の
旬

の
食
材
の
活
用
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
目

立
っ
た
。
旬
の
食
材
は
時
期
に
よ
っ
て
異

な
る
た
め
固
定
化
さ
れ
た
飲
食
メ
ニ
ュ
ー

で
の
活
用
は
難
し
い
こ
と
も
多
い
が
、
日

替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
や
食
べ
放
題
で
活
用
す

る
と
い
っ
た
工
夫
も
見
ら
れ
た
。

地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
策
を
客

層
別
に
分
析
す
る
と
、
全
般
的
に
近
隣
居

住
者
利
用
が
中
心
の
施
設
の
ほ
う
が
各

施
策
の
実
施
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

中
で
も
、両
者
の
差
が
大
き
い
施
策
が「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
」で

あ
る（
図
７
）。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
更

新
と
と
も
に
、フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ

ー
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ・
サ
ー
ビ
ス
）の
活
用
が
目
立
つ
。

ま
た
、道
の
駅
の
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
す
る
ブ

ロ
グ
で
、
入
荷
さ
れ
た
農
産
物
の
情
報
を

随
時
発
信
し
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。
近

隣
居
住
者
利
用
の
多
い
道
の
駅
で
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
日
々
の
小
ま
め

な
情
報
発
信
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

観
光
客
の
消
費
単
価
ア
ッ
プ
に
は

旬
の
地
元
食
材
活
用
が
効
果
的

観
光
の
地
域
経
済
効
果
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、
域
内
調
達
率
と
と
も
に
消
費
単
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図6  各道の駅における地場産品の付加価値向上策
0％ 20％ 40％ 60％ 80％

施設オリジナル商品・サービスの
開発・販売

旬の地元食材の活用

季節限定商品・サービスの販売

インターネットを活用した情報発信

地元独自の食文化の活用

マスメディアを活用した広報活動

商品パッケージの工夫

施設の優良顧客づくり

その他

71%

60%

45%

40%

34%

31%

16%

15%

12%
•複数回答
•回答数＝355施設

図7  客層別に見る地場産品の付加価値向上策
0％ 20％ 40％ 60％ 80％

施設オリジナル商品・サービスの
開発・販売

旬の地元食材の活用

季節限定商品・サービスの販売

地域独自の食文化の活用

インターネットを活用した情報発信

マスメディアを活用した広報活動

商品パッケージの工夫

施設の優良顧客づくり

その他

64%

57%

43%

31%

29%

27%

13%

10%

12%

69%

61%

44%

32%

40%

31%

16%

18%

8%

観光客中心
（回答数138施設）

近隣居住者中心
（回答数159施設）
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価
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
で
は
、

観
光
客
の
消
費
単
価
の
高
い
道
の
駅
で
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

観
光
客
割
合
が
高
い
（
７
割
以
上
）
道

の
駅
１
３
８
施
設
を
消
費
単
価
の
高
低

で
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
両
者
の
付

加
価
値
向
上
策
の
違
い（
図
８
）
を
見
た
。

そ
の
結
果
、
消
費
単
価
の
高
い
道
の
駅
で

は
「
旬
の
地
元
食
材
の
活
用
」
が
最
も
多

く
、
７
割
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
消
費
単
価
の

低
い
道
の
駅
に
お
け
る
実
施
率（
48
％
）

と
の
差
も
大
き
い
。
観
光
客
の
利
用
が
多

い
道
の
駅
に
お
い
て
は
、
季
節
に
応
じ
た

旬
の
地
元
食
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
が
、
消
費
単
価
の
向
上
に
最
も
効
果
的

と
言
え
そ
う
だ
。

旅
行
先
の「
旬
」を
求
め
る

観
光
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

商
品
開
発
を

地
場
産
品
の
積
極
活
用
で
域
内
調
達
率

は
高
ま
る
が
、観
光
客
が
買
い
た
い
、食
べ

た
い
と
思
う
も
の
を
提
供
し
な
け
れ
ば
売

り
上
げ
は
増
え
ず
、
観
光
に
よ
る
地
域
経

済
効
果
の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
現

在
、
最
も
多
く
の
道
の
駅
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る「
施
設
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
・
販
売
」に
お
い
て
も
、
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
か
ら
発
想
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
場
産
品
の
付
加
価
値
向
上
策
と
観

光
客
の
消
費
単
価
の
関
係
か
ら
は
、
観
光

客
が
旅
行
先
の
「
旬
」
を
求
め
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
た
。
地
場
産
品
を
活
用
し

た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
具
体
策
と
し

て
、「
産
地
」
プ
ラ
ス
「
季
節
」
の
要
素
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

本
研
究
で
は
、
地
場
産
品
を
活
用
し
て

集
客
や
売
り
上
げ
の
確
保
に
成
功
し
て
い

る
具
体
例
を
取
材
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
以
降

で
は
、
①
利
用
者
人
気
の
高
い
事
例
（
道

の
駅
ふ
じ
お
か
）、
②
民
間
企
業
が
農
産

物
直
売
所
を
営
む
事
例
（
道
の
駅
柿
の
郷

く
ど
や
ま
）、③
製
造
業
を
営
む
事
例（
道

の
駅
し
も
つ
ま
）、
④
旬
の
地
元
食
材
の

活
用
事
例（
道
の
駅
阿
蘇
）、以
上
４
つ
の

特
徴
を
持
つ
道
の
駅
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

●

最
後
に
、
調
査
に
快
く
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
道
の
駅
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
か
わ
ぐ
ち　

あ
き
こ
）
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（
注
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
観
光
客
」
を
「
近
隣
居
住

者
以
外
の
来
訪
客
」
と
定
義
し
た
。

（
注
２
）「
道
の
駅
に
お
け
る
観
光
経
済
効
果
調
査
」
と

い
う
調
査
名
称
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
こ
と

か
ら
、
観
光
客
割
合
の
高
い
施
設
の
回
答
割
合

が
実
態
よ
り
多
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
注
３
）市
町
村
お
よ
び
都
道
府
県
内
か
ら
の
域
内
調
達

率
に
は
、
域
内
生
産
者
か
ら
の
調
達
に
加
え
、

域
内
の
卸
小
売
業
者
か
ら
の
調
達
も
含
ま
れ

る
。
域
内
の
卸
小
売
業
者
か
ら
の
調
達
の
場
合

に
は
、
調
達
さ
れ
た
販
売
商
品
や
原
材
料
な
ど

が
必
ず
し
も
地
元
生
産
品
で
は
な
い
。

図8  観光客の消費単価別に見る付加価値向上策の違い
0％ 20％ 40％ 60％ 80％

旬の地元食材の活用

施設オリジナル商品・サービスの
開発・販売

季節限定商品・サービスの販売

地域独自の食文化の活用

マスメディアを活用した広報活動

インターネットを活用した情報発信

商品パッケージの工夫

施設の優良顧客づくり

その他

70%

61%

46%

32%

32%

30%

16%

13%

9%

48%

67%

40%

30%

23%

28%

11%

9%

13%

単価1,200円以上
（回答数56施設）

単価1,200円未満
（回答数82施設）

＊図1～図8は、（公財）日本交通公社
「道の駅における観光経済効果調査」

を基に、筆者が作成したものである。

調査概要

「道の駅における観光経済効果調査」
【調査実施主体】

公益財団法人日本交通公社
【調査対象】

全国の「道の駅」運営主体
【調査時期】

2014年（平成26年）3月
【調査方法】

自記式質問紙調査
郵送による調査票の配布と回収
【配布サンプル数】

1,004票
【有効回収サンプル数】

385票（有効回収率38％）
【調査内容】

・施設概要（所在地、運営主体など）
・利用実態（観光客割合、消費単価など）
・経営実態（売上高、経費構造、仕入先、

地場産品の付加価値向上策など）
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関
東「
好
き
な
道
の
駅
」ラ
ン
キ
ン
グ

５
年
連
続
１
位
！ 

そ
の
理
由
と
は
？

「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
」
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
）
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）
に

接
続
し
、
高
速
道
路
を
出
る
こ
と
な
く

公
園
な
ど
の
潤
い
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で
き

る
施
設
だ
。
こ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

と
道
の
駅
が
一
体
整
備
さ
れ
、
一
般
道
路

か
ら
も
高
速
道
路
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
可

能
な
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
が
全
国
に
複
数
あ
る
。

群
馬
県
藤
岡
市
に
所
在
す
る
「
道
の
駅
ふ

じ
お
か
」
も
そ
の
一
つ
だ
。
こ
の
道
の
駅

は
、
一
般
道
路
で
は
県
道
13
号
線
、
高
速

道
路
で
は
上
信
越
自
動
車
道
の
上
り
線
に

接
続
し
て
お
り
、
藤
岡
Ｐ
Ａ
と
一
体
整
備

さ
れ
て
い
る
。

「
道
の
駅
ふ
じ
お
か
」、通
称
「
ら
ら
ん

藤
岡
」は
、関
東「
好
き
な
道
の
駅
」ラ
ン

キ
ン
グ（
注
）に
お
い
て
、２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）か
ら
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）

ま
で
５
年
連
続
で
１
位
に
輝
い
て
い
る
。

そ
の
理
由
を
探
る
べ
く
、
現
地
に
赴
い
た
。

フ
ラ
ッ
ト
な
地
面
か
ら
湧
き
上
が
る
噴

水
が
印
象
的
な
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
囲

む
よ
う
に
、「
ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
」「
花
の
交

流
館
」「
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
（
南
館
・
北
館
）」

「
メ
ル
ヘ
ン
プ
ラ
ザ
」を
配
置（
図
１
）。「
ア

グ
リ
プ
ラ
ザ
」
に
は
農
産
物
直
売
所
と
地

域
食
材
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
っ
て
お
り
、
同

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
採
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜

を
使
用
し
た
食
事
を
提
供
。
看
板
メ
ニ
ュ

ー
は
「
上
州
牛
の
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
」
だ
。

「
花
の
交
流
館
」
は
藤
岡
市
の
特
産
で
あ

る
洋よ

う
ら
ん蘭
を
中
心
に
展
示
や
販
売
を
行
っ
て

い
る
施
設
だ
。「
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」
に
は
そ

ば
、
ラ
ー
メ
ン
、
寿
司
、
韓
国
料
理
な
ど

多
彩
な
飲
食
店
が
入
る
。
そ
し
て
「
メ
ル

ヘ
ン
プ
ラ
ザ
」
は
観
覧
車
や
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
備
え
た
ミ
ニ
遊
園
地
だ
。

ま
た
、
高
速
バ
ス
の
り
ば
と
、
そ
の
利

用
者
の
た
め
の
有
料
駐
車
場
も
併
設
さ
れ

て
お
り
、
高
速
バ
ス
交
通
の
拠
点
に
も
な

っ
て
い
る
。

食
肉
卸
売
市
場
直
営
の
「
肉
の
駅
」

群
馬
産
の
新
鮮
な
食
肉
が
集
結
！

「
ら
ら
ん
藤
岡
」
の
大
き
な

魅
力
の
一
つ
が
「
肉
の
駅
」
だ
。

藤
岡
市
に
隣
接
す
る
玉
村
町

に
は
（
株
）
群
馬
県
食
肉
卸

売
市
場
が
あ
り
、
群
馬
県
内

で
生
産
さ
れ
た
上
州
牛
、
上

州
麦
豚
な
ど
が
取
引
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
卸
売
市
場
が
直

営
し
て
い
る
食
肉
小
売
店
が
、

こ
の
「
肉
の
駅
」
で
あ
る
。

店
内
に
は
群
馬
県
産
の
鮮

度
の
高
い
食
肉
が
ズ
ラ
リ
と
並

ん
で
い
て
目
移
り
し
て
し
ま
う
。

手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
が
人
気
で
、
夕
方
に
は
全

て
完
売
に
な
る
ほ
ど
。
コ
ロ
ッ

ケ
や
メ
ン
チ
カ
ツ
は
揚
げ
る
前

の
状
態
で
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
注
文
す
れ

ば
そ
の
場
で
揚
げ
て
く
れ
る
。
道
の
駅
の

ス
タ
ッ
フ
も
し
ば
し
ば
夕
食
の
お
か
ず
に

こ
こ
で
買
っ
て
帰
る
の
だ
そ
う
だ
。

農
産
物
直
売
所
を
設
置
し
て
い
る
道

の
駅
は
多
い
が
、
食
肉
専
用
の
店
舗
と
卸

売
直
営
店
な
ら
で
は
の
豊
富
か
つ
鮮
度
の

高
い
品
揃ぞ

ろ

え
は
、
他
の
道
の
駅
に
は
な
い

魅
力
で
あ
る
。
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︿事例紹介❶﹀

道の駅ふじおか・
ハイウェイオアシス「ららん藤岡」
（群馬県藤岡市）

関東「好きな道の駅」ランキングで５年連続１位
の道の駅ふじおか。利用客に選ばれ続ける道の
駅から、人気の秘訣を探る。

図1  道の駅ふじおかの施設配置図（ららん藤岡ホームページより引用）
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あ
の
有
名
菓
子
、実
は
高
崎
産

今
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ス
イ
ー
ツ
も

「
グ
ル
メ
プ
ラ
ザ
」に
は
、洋
菓
子
を
製

造
販
売
す
る「
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ 

ハ
ラ
ダ
」

の
店
舗
が
入
居
し
て
い
る
。
同
社
商
品
は

大
手
百
貨
店
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
名
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

実
は
こ
の
会
社
の
本
社
と
工
場
は
藤
岡
市

に
隣
接
す
る
高
崎
市
内
に
所
在
し
て
い
る

の
だ
。
ガ
ト
ー
ラ
ス
ク
な
ど
の
定
番
商
品

も
当
然
購
入
で
き
る
が
、
こ
こ
に
は
カ
フ

ェ
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
し
か
食

べ
ら
れ
な
い
「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
デ
・

ロ
ワ
（
ミ
ル
ク
・
抹
茶
・
抹
茶
＆
ミ
ル
ク

の
３
種
類
）」
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
が

大
き
な
魅
力
だ
。
こ
の
他
、「
コ
ー
ヒ
ー

ゼ
リ
ー
パ
フ
ェ
」
な
ど
、
期
間
限
定
で
提

供
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
甘
い
物

好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
魅
力
で
あ
る
。

こ
こ
に
来
れ
ば
全
て
の
食
材
が
揃
う
!?

観
光
帰
り
客
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ

道
の
駅
の
運
営
主
体
で
あ
る（
株
）
藤

岡
ク
ロ
ス
パ
ー
ク
専
務
取
締
役
の
新
井
正

次
氏
に
、「
道
の
駅
ふ
じ
お
か
」
の
人
気

の
理
由
を
尋
ね
た
。「
上
信
越
自
動
車
道

の
上
り
線
に
接
続
し
て
い
る
の
で
、
軽
井

沢
な
ど
を
訪
れ
た
首
都
圏
在
住
の
観
光

客
が
帰
り
道
に
立
ち
寄
る
。
こ
こ
に
来
れ

ば
、
野
菜
か
ら
食
肉
、
卵
ま
で
、
そ
の
日

の
夕
食
に
必
要
な
食
材
が
ほ
ぼ
全
て
揃
う
。

し
か
も
産
地
の
保
証
さ
れ
た
鮮
度
の
高
い

食
材
ば
か
り
。
こ
れ
が
人
気
の
最
大
の
理

由
だ
ろ
う
」（
新
井
氏
）

遊
び
に
出
掛
け
て
疲
れ
た
帰
り
道
、
高

速
道
路
の
途
中
で
多
彩
な
食
材
を
購
入

で
き
る
の
は
大
き
な
魅
力
だ
。
地
元
の
食

材
を
販
売
す
る
と
い
う
視
点
に
加
え
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
買
い
物
客
に
必
要
な
も
の

が
揃
う
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
も
、
来
訪

客
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

と
言
え
そ
う
だ
。

 （
取
材
・
写
真
：
川
口　

明
子
）

道の駅ふじおか・ハイウェイオアシス
「ららん藤岡」

▶所在地
〒375-0005
群馬県藤岡市中字広町1131-8
電話：0274-24-8220

▶沿道
県道13号線，上信越自動車道

▶施設案内
駐車場（有料除く）：
普478，大32，身障用12
トイレ：男23，女16，身障用4，多目的1

[データ出所] 道の駅および地方整備局ホームページ

【所在地データ】群馬県藤岡市

▶人口総数：67,975人
▶15～64歳人口：42,357人（人口総数の62.3％）
▶就業者数：32,932人
（第1次1,696人／第2次11,726人／

第3次18,981人）
▶総面積：180.09㎢　▶可住地面積：76.22㎢
▶耕作面積：20㎢
▶事業所数：3,334事業所
（第2次848事業所／第3次2,466事業所）

[データ出所] 
総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2014」

（
注
）関
東「
道
の
駅
」連
絡
会
が
実
施
す
る『
関
東「
道

の
駅
」ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
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農
産
物
直
売
所
の
多
店
舗
展
開
を
進
め
る

地
元
民
間
企
業
が
産
直
を
運
営

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
４
月
、
和

歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
に
新
し
い
道
の

駅
が
誕
生
し
た
。
そ
の
名
は
「
柿
の
郷
く

ど
や
ま
」。
和
歌
山
県
で
26
番
目
の
登
録

と
な
る
。
高
野
山
山
麓
に
位
置
し
て
お
り
、

世
界
遺
産『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
』

の
高
野
地
域
の
情
報
発
信
を
目
的
と
し
て
、

九
度
山
町
が
設
置
し
た
も
の
だ
。
道
の
駅

の
基
本
機
能
に
加
え
、「
農
産
物
直
売
所
」

や
「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
」「
体
験
・
研

修
施
設
」「
世
界
遺
産
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
広
場
」
な
ど
を
備
え
る
。

こ
の
道
の
駅
の
特
徴
は
、
農
産
物
直
売

所
の
運
営
主
体
で
あ
る
。
和
歌
山
県
で
は

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
か
ら
地
元
の

民
間
企
業
で
あ
る
（
株
）
プ
ラ
ス
が
農
産

物
直
売
所
「
産
直
市
場
よ
っ
て
っ
て
」
の

多
店
舗
展
開
を
進
め
て
い
た
。
九
度
山
町

は
こ
の
企
業
に
出
店
を
打
診
。
結
果
、
同

社
の
店
舗
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
道
の
駅
に

入
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
本
稿
で

は
、
産
直
の
プ
ロ
が
運
営
す
る
、
道
の
駅

の
農
産
物
直
売
所
の
実
態
を
紹
介
し
た
い
。

産
直
ら
し
さ
と
は
？

複
雑
な
消
費
者
心
理
に
向
き
合
う

店
内
に
は
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や

果
物
と
と
も
に
多
種
多
様
な
調
味
料
が

並
ぶ
。
一
般
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
見
か
け
な
い
、こ
だ
わ
り
の
商
品
ば
か

り
だ
。「
産
直
運
営
で
の
一
番
の
悩
み
は
、

直
売
所
な
ら
で
は
の
品
揃ぞ

ろ

え
で
す
。お
客

様
の
ニ
ー
ズ
は
と
て
も
複
雑
。
当
社
で
農

産
物
直
売
所
の
運
営
を
始
め
た
当
初
は
、

産
直
ら
し
く
地
元
生
産
品
以
外
は
陳
列

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
の
よ

う
な
豊
富
な
品
揃
え
を
希
望
さ
れ
る
お

客
様
も
い
ら
し
た
た
め
、
調
味
料
な
ど
は

一
通
り
並
べ
て
み
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

今
度
は
『
ス
ー
パ
ー
み
た
い
で
産
直
ら
し

く
な
い
』
と
い
う
声
が
。
と
て
も
悩
み
ま

し
た
が
、
あ
る
時
都
市
部
の
百
貨
店
に

置
い
て
あ
る
よ
う
な
自
然
食
品
や
こ
だ
わ

り
の
商
品
を
店
頭
に
置
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
お
客
様
か
ら
好
評
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
」（
取
締
役
営
業
本
部
長
・

馬
場
哲
氏
）

遠
く
の
都
会
に
は
売
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

近
所
の
ス
ー
パ
ー
に
は
置
い
て
い
な
い
、

け
れ
ど
も
欲
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
商
品
が

近
所
で
手
軽
に
購
入
で
き
る
場
所
、
そ
れ

が
消
費
者
に
と
っ
て
の
「
産
直
ら
し
さ
」

と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。
販
売
の
現
場
で

の
試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね
か
ら
し
か
得
ら

れ
な
い
、
貴
重
な
知
見
で
あ
る
。

こ
う
し
た
商
品
は
、
大
量
生
産
品
に
比

べ
る
と
販
売
価
格
が
ど
う
し
て
も
高
く
な

る
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
高
い
け
れ
ど
お

い
し
い
商
品
が
売
れ
る
。
ま
た
、
有
名
な

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
よ
り
も
皆
が
知
ら

な
い
よ
う
な
商
品
が
好
ま
れ
る
そ
う
だ
。

店
長
は
地
元
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ

「
顔
の
見
え
る
」橋
渡
し
役

店
長
は
周
辺
地
域
の
生
産
者
と
密
に
接

し
、
出
荷
品
に
関
す
る
情
報
提
供
や
提
案

な
ど
を
日
々
行
っ
て
い
る
。
他
方
、
消
費

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会

24観光文化225号 April 2015

︿事例紹介❷﹀

道の駅 柿の郷くどやま
「産直市場よってって」
道の駅 くどやま店
（和歌山県九度山町）

8割の道の駅に設置されている「農産物直売所」。
和歌山県では地元企業が道の駅に産直を出店した。
産直のプロが考える顧客ニーズとは？
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も
多
く
、
店
頭
で
の
会
話
は
も
ち
ろ
ん
、

直
接
電
話
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

店
舗
の
周
辺
地
域
で
、
店
長
の
顔
を
知
ら

な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
そ
う
だ
。

「
出
品
い
た
だ
い
て
い
る
生
産
者
は
全

店
舗
で
お
よ
そ
４
７
０
０
人
、
う
ち
和
歌

山
県
内
が
３
３
０
０
人
で
す
。
私
が
店
長

だ
っ
た
時
代
に
は
、
持
っ
て
い
た
携
帯
電

話
に
は
５
０
０
件
ま
で
し
か
登
録
で
き
な

く
て
大
変
困
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
」（
馬

場
氏
）

産
直
の
店
長
は
、地
元
生
産
者
と
消
費

者
を
つ
な
ぐ
「
顔
の
見
え
る
」
橋
渡
し
役

と
し
て
、
地
域
の
「
食
」
の
循
環
を
守
り

育
て
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

将
来
の
訪
日
市
場
拡
大
を
見
据
え

消
費
税
免
税
店
に
も
登
録

「
道
の
駅 

柿
の
郷
く
ど
や
ま
」は
、そ
の

立
地
か
ら
観
光
客
の
利
用
も
多
い
。
大
阪

や
兵
庫
、
奈
良
、
さ
ら
に
は
徳
島
か
ら
の

来
訪
も
あ
る
。

昨
今
は
訪
日
市
場
の
急
速
な
拡
大
と
と

も
に
和
歌
山
県
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
も
増
加
。
世
界
遺
産
で
あ
る
高
野
山
の

他
、
和
歌
山
電
鐵
の
「
た
ま
駅
長
」
が
台

湾
人
や
香
港

人
に
人
気
だ
。

そ
こ
で
、
外

国
人
を
対
象

と
す
る
消
費

税
免
税
店
の

登
録
を
行
っ

た
。
台
湾
人

や
香
港
人
は

免
税
手
続
き
の
実
施
率
が
高
い
た
め
、
観

光
バ
ス
の
立
ち
寄
り
先
に
免
税
店
を
選
ぶ

旅
行
会
社
も
今
後
増
え
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
九
度
山
町
や
和

歌
山
県
内
の
地
場
産
品
を
外
国
人
が
購

入
す
る
機
会
も
増
え
る
だ
ろ
う
。

消
費
者・生
産
者
の
双
方
を
熟
知
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
要
性

地
域
の
実
情
に
配
慮
し
て
、
同
社
で
は

出
荷
す
る
生
産
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
販

売
手
数
料
を
生
産
者
の
タ
イ
プ
別
に
段

階
的
に
設
定
。
個
人
事
業
者
の
手
数
料

を
法
人
に
比
べ
低
め
に
抑
え
て
い
る
。
収

益
力
の
弱
い
個
人
事
業
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
こ
う
し
た
細
や

か
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
も
、
地
域
の
消

費
者
と
生
産
者
双
方
の
実
情
を
熟
知
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
可
能
と
な
る
。

「
行
政
の
補
助
金
に
関
係
す
る
施
設
に

入
店
し
た
の
は
当
社
で
は
こ
れ
が
初
め
て
。

し
か
し
、
本
来
は
自
力
で
や
ろ
う
と
い
う

の
が
会
社
の
方
針
。
こ
れ
を
忘
れ
ず
に
、

地
元
へ
還
元
す
る
た
め
に
、
今
後
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
馬
場
氏
）

以
前
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
仕
事

を
し
て
い
た
と
い
う
馬
場
氏
。
今
の
職
場

に
移
っ
て
か
ら
、
リ
ア
ル
な
店
舗
で
商
品

を
目
の
前
に
し
て
、
消
費
者
の
生
の
声
を

直
接
聞
き
な
が
ら
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た

こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
消
費
者
と
生
産
者

の
双
方
に
選
ば
れ
る
農
産
物
直
売
所
を
つ

く
る
秘
訣
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
写
真
：
川
口　

明
子
）

道の駅　柿の郷くどやま

▶所在地
〒648-0161
和歌山県伊都郡九度山町入郷5-5
電話：0736-54-9966

▶沿道
県道4号高野口野上線

▶施設案内
駐車場：普119，大3，身障用3
トイレ：男6，女10，身障用1

[データ出所] 道の駅および地方整備局ホームページ

【所在地データ】和歌山県九度山町

▶人口総数：4,963人
▶15～64歳人口：2,698人（人口総数の54.4％）
▶就業者数：2,326人
（第1次538人／第2次476人／第3次1,304人）
▶総面積：44.12㎢　▶可住地面積：11.24㎢
▶耕作面積：5㎢
▶事業所数：251事業所
（第2次70事業所／第3次176事業所）

[データ出所] 
総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2014」
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全
国
の
道
の
駅
で
唯
一
！

施
設
内
に
納
豆
工
場
を
併
設

茨
城
県
県
西
を
縦
に
走
る
国
道
２
９
４

号
沿
い
に
立
地
す
る「
道
の
駅 

し
も
つ
ま
」。

こ
こ
に
は
、全
国
の
道
の
駅
で
唯
一
、敷
地

内
に
納
豆
工
場
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
製

造
業
を
営
む
道
の
駅
の
代
表
例
だ
。
原
材

料
と
な
る
大
豆
も
、
下
妻
市
内
で
生
産
さ

れ
た
も
の
を
１
０
０
％
使
用
し
て
い
る
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
る
納
豆
の
商
品
名
は

「
福
よ
来
い
」。
沿
道
の
国
道
２
９
４
（
ふ

く
よ
）
号
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

商
品
価
格
は
３
パ
ッ
ク
１
６
２
円（
税
込
）

と
他
の
類
似
商
品
に
比
べ
て
高
め
に
設
定
。

３
パッ
ク
１
０
０
円
未
満
で
売
ら
れ
て
い
る

納
豆
は
原
材
料
の
大
豆
の
産
地
が
大
抵
中

国
産
か
米
国
産
だ
が
、「
福
よ
来
い
」
は

下
妻
市
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
を
使
っ
て

い
る
た
め
価
格
が
上
が
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
、「
福
よ
来
い
」
の
フ
ァ
ン

は
多
い
。
地
元
客
を
中
心
に
、
高
く
て

も
お
い
し
い
と
評
判
だ
。
筆
者
も
食
し
て

み
た
が
、
確
か
に
他
の
納
豆
と
は
違
い
豆

の
味
が
濃
厚
で
、
毎
朝
食
卓
に
並
べ
た
い

と
思
わ
せ
る
納
得
の
味
。
道
の
駅
で
の
販

売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
隣
の
道
の
駅
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
も
卸
し
て
い

る
と
い
う
。
本
格
的
な
通
販
事
業
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
東
京
な
ど
か
ら
電
話
で

注
文
が
入
る
と
対
応
し
て
い
る
そ
う
で
、

１
０
０
人
も
の
固
定
客
が
い
る
た
め
に
毎

日
の
よ
う
に
宅
配
便
で
発
送
す
る
そ
う
だ
。

事
務
長
（
当
時
）
の
古
澤
茂
氏
に
よ

る
と
、
下
妻
市
で
の
大
豆
生
産
は
減
反
政

策
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。
空
い
た

農
地
で
作
ら
れ
た
大
豆
の
活
用
法
と
し
て
、

道
の
駅
で
の
納
豆
生
産
が
始
ま
っ
た
。「
茨

城
県
は
納
豆
で
有
名
だ
が
、
大
規
模
な
納

豆
生
産
は
水
戸
が
中
心
。
一
方
、
こ
ち
ら

は
ス
タ
ッ
フ
が
５
～
６
人
程
度
の
工
場
で

規
模
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
下
妻
市
の
新

し
い
産
業
の
創
出
に
つ
な
が
っ
た
」
と
古

澤
氏
は
語
る
。

納
豆
工
場
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
学
を

す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
こ
れ
は
見
学
中
に

伺
っ
た
話
で
あ
る
が
、
納
豆
工
場
内
の
空

調
機
は
壊
れ
や
す
く
、
そ
の
原
因
は
納
豆

菌
パ
ワ
ー
に
あ
る
の
だ
と
か
。
知
的
好
奇

心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
話
で
あ
る
。

農
産
物
直
売
館
が
売
り
上
げ
の
源
泉

観
光
物
産
館
は
新
商
品
で
巻
き
返
し

「
道
の
駅 

し
も
つ
ま
」
は
１
９
９
９
年

（
平
成
11
年
）
の
設
立
で
15
年
の
歴
史
が

あ
る
。
他
の
道
の
駅
と
同
様
に
「
農
産
物

直
売
館
」
と
「
観
光
物
産
館
」
が
あ
る
が
、

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
の
頃
に
一
番
売
り
上
げ

が
多
か
っ
た
店
舗
は
観
光
物
産
館
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
観
光
物
産
館

の
売
り
上
げ
が
低
迷
。
そ
の
一
方
で
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
の
が
農
産
物
直
売

館
で
あ
る
。「
15
年
前
の
開
業
当
初
か
ら

農
産
物
直
売
館
は
あ
っ
た
が
、
最
初
は
販

売
農
家
も
30
程
度
と
少
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
今
で
は
１
５
０
～
１
６
０
に
拡
大
し
た
。

今
は
ど
こ
の
道
の
駅
で
も
「
道
の
駅
＝
農

産
物
直
売
所
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」（
古
澤
氏
）

そ
ん
な
低
迷
気
味
の
観
光
物
産
館
で

は
あ
る
が
、
観
光
客
向
け
の
地
場
産
の
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道の駅の事業は飲食業・小売業などのサービス業
が中心だ。だが、製造業を併せ持つことで地域
の収入確保の幅が広がる。その1事例を紹介する。
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土
産
品
で
は
下
妻
産
の
梨
を
活
用
し
た

商
品
が
最
近
人
気
だ
。
下
妻
市
が
推
進

し
て
い
る
「
下
妻
の
梨
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
開
発
さ
れ
た
「
梨
の
リ
キ
ュ
ー
ル
」

（
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、１
０
８
０
円
〔
税

込
〕）
が
観
光
客
に
評
判
が
よ
く
、
観
光

物
産
館
の
売
り
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る
。

原
料
は
下
妻
産
だ
が
、
製
造
は
隣
接
す
る

筑
西
市
の
酒
造
会
社
が
行
っ
て
い
る
。

市
外
や
他
県
か
ら
の
調
達
も
不
可
欠

売
れ
る
商
品
は
自
ら
仕
入
れ
に
出
向
く
！

農
産
物
直
売
館
で
は
豊
富
な
品
揃ぞ

ろ

え
が

重
要
だ
。
下
妻
産
だ
け
で
も
か
な
り
の
野

菜
や
果
物
が
調
達
可
能
だ
が
、
時
に
は
品

質
を
重
視
し
て
市
外
産
や
県
外
産
の
も
の

を
仕
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。「
下

妻
で
も
メ
ロ
ン
は
採
れ
る
が
、
茨
城
県
旭

村
の
メ
ロ
ン
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
味
。
単
価
が
高
く
て
も
売
れ
る
商
品
で
、

利
幅
も
大
き
い
。
通
常
は
都
市
部
の
市

場
に
卸
さ
れ
る
が
、
我
々
は
直
接
交
渉
し

て
販
路
を
確
立
し
た
。
旬
の
時
期
に
は
週

１
～
２
回
の
頻
度
で
片
道
２
時
間
か
け
て

仕
入
れ
に
行
く
。
東
京
や
千
葉
に
住
ん
で

い
て
以
前
は
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
て
い
た
が
、

こ
こ
で
売
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
た
人
も
い
る
」（
古
澤
氏
）

農
産
物
直
売
館
と
い
っ
て
も
、
来
訪
客

は
必
ず
し
も
地
元
産
の
も
の
を
求
め
て
い

る
ば
か
り
で
は
な
い
。
お
い
し
い
も
の
が

売
れ
る
の
だ
。

地
場
産
品
の
積
極
活
用
に
は

製
造
業
の
存
在
が
不
可
欠

観
光
の
経
済
効
果
を
高
め
る
に
は
、
観

光
事
業
者
に
よ
る
地
場
産
品
の
積
極
活

用
と
と
も
に
、そ
の
地
場
産
品
を
作
る
製

造
業
の
発
展
が
セ
ッ
ト
で
求
め
ら
れ
る
。

「
道
の
駅 

し
も
つ
ま
」
は
、
規
模
は
小
さ

い
な
が
ら
も
、
地
元
産
の
原
材
料
を
使
っ

た
付
加
価
値
の
高
い
商
品
を
製
造
・
販
売

し
、
持
続
的
に
売
り
上
げ
を
生
み
出
す
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
好
事
例
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
来
訪
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
は
、
旭
村
の
メ
ロ
ン
調
達
の
事
例

が
示
す
よ
う
に
高
く
て
も
売
れ
る
付
加

価
値
の
高
い
商
品
を
幅
広
い
地
域
か
ら
調

達
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
に
留
意

し
た
い
。  （
取
材
・
写
真
：
川
口　

明
子
）

道の駅　しもつま

▶所在地
〒304-0016
茨城県下妻市数須140
電話：0296-30-5294
＊改装のため本館休館中（2015年8月リニューアルオープン予定）

▶沿道
国道294号

▶施設案内
駐車場：普69，大51，身障用1
トイレ：男8，女8，小児用2，身障用1

[データ出所] 道の駅および地方整備局ホームページ

【所在地データ】茨城県下妻市

▶人口総数：44,987人
▶15～64歳人口：28,720人（人口総数の63.8％）
▶就業者数：22,625人
（第1次1,446人／第2次8,103人／

第3次12,379人）
▶総面積：80.88㎢　▶可住地面積：77.05㎢
▶耕作面積：43㎢
▶事業所数：2,505事業所
（第2次690事業所／第3次1,799事業所）

[データ出所] 
総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2014」
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い
つ
も
目
新
し
い
も
の
が
並
ぶ
よ
う
に

旬
の
品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
数
々

Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
を
降
り
て
す
ぐ
目
の
前
、

阿
蘇
山
へ
と
通
じ
る
阿
蘇
登
山
道
路
と
国

道
57
号
が
交
わ
る
場
所
に
、「
道
の
駅 

阿

蘇
」
が
あ
る
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る

認
定
と
、
阿
蘇
山
や
内
牧
温
泉
、
阿
蘇

神
社
な
ど
と
い
っ
た
数
々
の
観
光
資
源
を

有
す
る
阿
蘇
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

年
間
１
０
０
万
人
以
上
が
利
用
し
て
い
る
。

来
訪
者
の
多
く
は
市
外
や
県
外
か
ら
の

観
光
客
で
、「
観
光
地
型
」
道
の
駅
の
代

表
例
で
あ
る
。

運
営
は
、
阿
蘇
市
の
指
定
管
理
者
制
度

の
も
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
が
行
っ
て
い
る
。
施
設
の
メ
イ
ン

と
な
る
建
物
は
農
協
倉
庫
風
の
デ
ザ
イ
ン

で
、
屋
内
は
総
合
案
内
所
と
販
売
ス
ペ
ー

ス
、
休
憩
室
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。
総

合
案
内
所
は
外
国
語
対
応
が
可
能
で
、
す

ぐ
横
に
は
外
国
人
用
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。
販
売
ス
ペ
ー
ス
で

は
お
土
産
用
の
箱
菓
子
を
は
じ
め
、
漬
物

や
乳
製
品
な
ど
の
加
工
品
、
お
弁
当
や
お

総
菜
と
い
っ
た
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
、
そ

し
て
ご
当
地
、
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
並
ん

で
い
る
。
ま
た
、
屋
外
の
テ
ン
ト
に
も
販

売
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
地
元
農
家
か
ら
仕

入
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や
お
米
、
花
な
ど
が

並
ん
だ
直
売
所
と
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い

る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て

い
る
。
商
品
は
、
観
光
客
の
地
場
産
品
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
た
め
、
約
80
％
が

阿
蘇
市
産
で
あ
る
。

中
で
も
特
に
目
を
引
く
の
は
、
季
節
限

定
の
品
や
道
の
駅
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で

あ
る
。
直
売
所
で
は
、
春
の
山
菜
、
夏
の

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
秋
の
葡ぶ

萄ど
う

な
ど
、
常

に
目
玉
と
な
る
旬
の
食
材
が
並
ん
で
い
る
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
も
、昨
年
の
夏
は「
ミ

ル
ク
プ
リ
ン
パ
フ
ェ
」や「
冷
や
し
ト
マ
ト
」、

冬
は「
栗
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
」
な
ど
を
季
節

限
定
で
販
売
し
て
い
た
。
阿
蘇
の
ブ
ラ
ン

ド
牛
乳
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど

の
定
番
商
品
は
、
い
つ
訪
れ
て
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、阿
蘇
の
名
産「
あ

か
牛
」
を
使
っ
た
お
弁
当
も
人
気
商
品
で
、

定
番
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
「
２
種
の
あ
か

牛
丼
」
か
ら
、
期
間
限
定
の
「
特
選
あ
か

牛
重
」
ま
で
、
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

筆
者
は
取
材
の
際
、
お
米
の
国
際
大
会
で

金
賞
を
受
賞
し
た
農
家
が
作
っ
た
と
い
う

甘
酒
を
試
飲
し
た
が
、
雪
が
ち
ら
つ
い
て

い
た
こ
の
日
、
ま
さ
に
「
こ
れ
が
欲
し
か

っ
た
！
」
と
思
え
る
逸
品
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
商
品
の
多
く
は
、
生
産
者

と
の
協
働
で
開
発
さ
れ
た
コ
ラ
ボ
商
品
で

あ
る
。「
道
の
駅 

阿
蘇
」で
は
、
商
品
の

開
発
に
向
け
た
生
産
者
へ
の
資
金
面
や
技

術
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
今
後
は
、
道
の
駅
自
体
で
特
産
品

を
開
発
し
、
そ
れ
を
多
く
の
生
産
者
に
作

っ
て
も
ら
う
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
で
、

商
品
開
発
が
難
し
い
、
規
模
の
小
さ
い
地

元
生
産
者
も
支
援
す
る
方
針
だ
と
い
う
。

「
道
の
駅 

阿
蘇
」
で
は
、
地
元
の
農
家

や
生
産
者
が
商
売
を
す
る
場
を
提
供
す
る
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売上単価を上げるために欠かせないのが季節限
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きつけるため
に、常に新しい商品を生み出し続ける秘訣とは。
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だ
け
で
は
な
く
、
新
商
品
の
開
発
・
販
売

を
通
じ
て
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、
商
品
の
付
加
価
値
向
上
に
も
貢
献
し

て
い
る
。

地
域
に
利
益
を
還
元
す
る

「
阿
蘇
フ
ァ
ン
」づ
く
り
の
取
り
組
み

道
の
駅
の
役
割
は
他
に
も
あ
る
。
運
営

を
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

の
一
番
の
目
的
は
、
阿
蘇
の
魅
力
づ
く
り

や
魅
力
の
発
信
な
ど
を
通
じ
て
、
道
の
駅

で
の
収
益
を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
だ
と

し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、「
道
の
駅 

阿
蘇
」を「
コ

ア
施
設
」、
観
光
資
源
と
な
る
ス
ポ
ッ
ト

や
文
化
的
資
源
を
「
サ
テ
ラ
イ
ト
」
と
位

置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
取
り
組
み
の
中
心
は
広
報
活
動
で
、

火
山
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
阿
蘇
山
の

火
山
案
内
、
地
域
の
お
店
や
商
品
、「
サ

テ
ラ
イ
ト
」
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
の
発
行
、
道
の
駅
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

外
部
の
情
報
サ
イ
ト
を
通
じ
た
ウ
ェ
ブ
上

で
の
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
地
域
住
民
と
の
交
流
・
散
策
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
」
の
整

備
や
清
掃
と
い
っ
た
地
域
活
動
の
支
援
な

ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
じ
て
「
阿
蘇
フ
ァ
ン
」
を
増
や

す
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
に
つ
な

が
り
、
巡
り
め
ぐ
っ
て
、
道
の
駅
へ
の
来

訪
者
数
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

母
国
語
で
つ
な
が
る
外
国
人
観
光
客

阿
蘇
地
域
は
、
熊
本
県
内
で
も
特
に

外
国
人
観
光
客
の
多
い
地
域
で
あ
る
（
注
）。

総
合
案
内
所
で
は
外
国
人
対
応
の
た
め
、

市
の
交
流
事
業
の
一
環
で
留
学
生
を
雇
っ

て
い
る
。
英
語
だ
け
で
は
な
く
、
留
学
生

の
母
国
語
で
阿
蘇
の
情
報
を
発
信
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
幅
の
あ
る
深
い
阿

蘇
の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。

留
学
生
の
国
籍
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る

よ
う
だ
が
、
取
材
時
点
で
は
フ
ラ
ン
ス
人

と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
案
内
を
行
っ
て
い

た
。
手
作
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
英
語
の
他
に
フ
ラ
ン
ス
語
と
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
並
ん
で
い
る
。

主
に
、
観
光
や
交
通
、
荷
物
預
か
り
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
で
利
用
す
る
人
が
多

い
よ
う
だ
。
買
い
物
を
す
る
場
合
、
欧
米

系
の
観
光
客
は
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ
る
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
、
ア
ジ
ア
系
の
観
光
客

は
箱
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。
た
だ
、
彼
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

新
商
品
開
発
な
ど
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
売
り
上

げ
を
伸
ば
す
工
夫
は
こ
れ
か
ら
と
言
え
る
。

「
道
の
駅 

阿
蘇
」
は
年
々
利
益
を
上
げ

続
け
て
き
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
、
商
品

の
付
加
価
値
向
上
や
阿
蘇
の
魅
力
発
信
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
こ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域

が
潤
う
よ
う
に
」
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
所
長
の
橋
本
堅
規
氏
。
阿
蘇
で
は
、

道
の
駅
を
中
心
と
し
た
観
光
振
興
の
仕
組

み
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
。

（
取
材
：
川
村　

竜
之
介
）

道の駅　阿蘇

【所在地データ】熊本県阿蘇市

▶人口総数：28,444人
▶15～64歳人口：15,909人（人口総数の55.9％）
▶就業者数：13,921人
（第1次2,397人／第2次3,065人／第3次8,363人）
▶総面積：376.25㎢　▶可住地面積：164.14㎢
▶耕作面積：92㎢
▶事業所数：1,512事業所
（第2次241事業所／第3次1,236事業所）

[データ出所] 
総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2014」

（
注
）「
平
成
25
年
熊
本
県
観
光
統
計
表
」熊
本
県
観
光
課

▶所在地
〒869-2225
熊本県阿蘇市黒川1440-1
電話：0967-35-5077

▶アクセス
JR阿蘇駅　国道57号　県道111号線

▶施設案内
駐車場：普101，大9，身障用2
トイレ：男（大）3（小）6，女7，身障用3，幼1
全国の道の駅では唯一、日本政府観光局（JNTO）の
外国人観光案内所認定制度で、サービス内容がより
充実しているとされる「カテゴリー2」にランクされた

（2015年3月31日現在）。

[データ出所] 道の駅および地方整備局ホームページ
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